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18)石田瑞麿r<現代人の仏教 3 >実践への道 般若・維摩経』筑摩書房， 1965年， 72，.6頁。長尾雅人
ri維摩経」を読む』岩波書庖， 1986年， 5，.8頁。
19)前掲，新保， 31，.3頁。
20)ヂー・エー・コウ(近藤義一郎訳)r社会的宗教教育原論』キング社， 1932年。
21)訓覇信雄「絶対否定の精神」く丸山照雄他編 r<現代人の宗教 4>絶対否定の精神』御茶の水書房，
1986年， 15""'23頁〉。
2)日本仏教保育協会編『わかりやすい仏教保育総論』チャイルド本社， 2004年， 152頁。
23)向上書， 152頁。
24)梅原猛『梅原猛の授業 仏教』朝日新聞社， 2002年。これは瀬戸内と同じ発想であるが、梅原のばあ
いはさすがに道徳の教え込みではなく、宗教について講説している。ただし、これは仏教系の私立中学
校だから成立しえた仏教教育である。
25)安部富士男「感性を育てる保育』国土社， 1989年。安部の幼稚園は仏教園ではないが、彼は仏心豊か
な保父で、子どもたちに仏性を育てている。
26)梅原，前掲書， 31""'9， 242，.5頁。
27)さきに滋賀県で聞かれた仏教保育研究集会(第一分科会「仏教保育の目ざすものJ)で、筆者は、仏
教がなんらかのかたちでとりあげられるもののみが仏教保育ではなく、仏心によって支えられ、導かれ
ることによって、すぐれた保育を展開するものこそが仏教保育の名に値すると述べた。これに対して、
同席の学者から、「仏教保育はなにか特殊な保育をおこなおうとするものではなく、保育一般として卓
越したものでなくてはならないというのは、ずっと前から合意されている」という教示があった。もし
そうだとすれば、上引の『仏教保育総論』の叙述も変わったものになったはずである。彼も認めたよう
に、上記の命題は会員によって十分に理解・同意されていないということになろう O あえて発言する意
味はあったのである。
〈補注〉
日本仏教保育協会は03(平成15)年6月に、文部科学省に対して、「教育基本法改正問題にかかわる宗
教教育の振興についての要望」をおこなった。それは、①戦後の教育基本法制定にあたって占領軍司令部
によって排除された「日本の伝統文化の尊重と宗教心の緬養」を復活すること、②公立学校ではクリスマ
スができるのに花まつりは敬遠され、給食の際に合掌して í~、ただきます」と唱えるのもはばかられてい
る現状を改善してほしいこと、③宗教教育は「宗教教育的情操教育」つまり「心の教育」であると明記さ
れたいことを要望するものであった。また、それに先立つ同年5月、全日本仏教会の理事会で宗教教育推
進特別委員会から、中教審答申が「宗教のもつ意義」の尊重といっているのは無国籍の宗教教育を根拠づ
けるおそれがあるので、「日本の伝統文化形成に寄与してきた宗教」と改め、また「宗教的活動」の禁止
から「的」を外すよう、諸政党や文科省に働きかけている旨の報告があった。これに対して、真宗系を中
心とするいくつかの団体が、信教の自由、政教分離の擁護の立場から反対の意志表示をおこなった。教育
基本法改正は、憲法の改正と深くかかわっており、まさにホットな政治的イッシュウになっている。仏教
者が仏教振興を願うナイーブな善意から、政治的党派や国家権力のパトロネージを安易に期待したり、政
治的・歴史的・社会的状況への思慮、を欠く粗晒な行動に出たりすることを憂慮するものである。
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